
独立行政法人国立病院機構

HOSPITAL DATA

〒720-8520 広島県福山市沖野上町4-14-17
E-Mail▶507-HP@mail.hosp.go.jp
HPには右記の二次元コードから

350床（一般317、ICU4、HCU5、NICU12、GCU12）
1日当たり約672人
1日当たり約288人
1年目38万5900円、2年目40万3500円
2.6カ月以内

募集人員常勤医師

初期研修医

専攻医

指導医

病 床 数

外来患者数

入院患者数

給与（月収）

賞 与

:

:

:

:

:

75 44
2
3

13
6

人 人

人

人

女性

女性

男性

男性

人

人
8人

福山医療センター

修必須科および選択科において、各科全般の幅広い知識の習得を

行うとともに、必要な診療技術を身に付けます。診療手技の見学

ではなく、指導医の下で実際に手技を経験する即実践型の研修です。診療

部・看護部・薬剤部など、多方面からのサポート体制も充実しています。 　

また、研修医同士の仲が良く、将来の志望科やプライベートの悩みを相談

したり、経験したことを教え合ったりしています。人に教えることで自分

の知識の定着にもつながり、新しい発見もあります。 

互いに良い影響を与え合い、高め合ったり、励まし合ったりして、楽しく充

実した研修を行っています。ぜひ私たちと一緒に学びましょう！

研

病院外観（正面玄関） 研修医室で昼食 レジナビ大阪 研修医学会

1.研修医室　2.エコー　3.研修医の仲間たち

02
臨床研修指定病院紹介
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医
師
と
し
て
最
初
の
2
年
間
の
研
修
は
、そ
の

後
の
医
師
人
生
に
非
常
に
大
き
な
影
響
を
与
え

る
重
要
な
時
期
で
す
。
当
院
で
は
病
院
一
丸
と

な
っ
て
、優
良
な
医
師
と
し
て
の
道
を
歩
ん
で
も

ら
う
た
め
に
必
要
な
研
修
が
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け
ら
れ
る
よ
う

配
慮
し
て
い
ま
す
。
基
本
的
な
診
療
能
力
の
み

な
ら
ず
、全
人
的
な
診
療
が
で
き
る
医
師
を
育
て
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教
育
プ
ロ
グ
ラ
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を
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築
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い
ま
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。

当
院
の
研
修
の
特
徴
は
、研
修
医
の
自
主
性
を

重
ん
じ
、
基
本
的
に
自
由
で
あ
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こ
と
、
個
人
一

人
一
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の
意
見
を
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、座
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践
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で
即
戦
力
と
し
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活
躍
し
て
も

ら
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な
ど
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特
に
自
由
度
が

高
い
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と
と
し
て
は
、基
本
的
に
2
年
間
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
や
当
直
な
ど
も
研
修
医
自
身
に
決
め

て
も
ら
い
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。
自
由
の
中
に
本
当
の
責
任
感

が
生
じ
、自
ら
考
え
る
医
師
に
育
ち
ま
す
。

当
院
は
各
科
の
垣
根
が
低
く
、大
病
院
ほ
ど
医

師
が
多
く
な
い
分
、き
ち
ん
と
顔
を
覚
え
て
、何

で
も
相
談
に
乗
る
非
常
に
研
修
し
や
す
い
病
院

だ
と
自
負
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
当
院
で
の
研
修

を
検
討
い
た
だ
け
れ
ば
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

氏

教育・研修部長

豊川  達也
岡山大学卒業
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■初期研修病院…約800　■専門研修施設…約550　■専門研修情報…約2400
医学生・研修医向けに研修情報を多数掲載

https://www.residentnavi.com レジナビ　

臨床研修病院をどのような基準で選びましたか？
現在の病院を選んだ決め手は何ですか？

マッチングまで、 何カ所の病院へ見学に行きましたか？
見学の際、 注意するポイントは？

現在の研修内容について、教えてください。

臨床研修病院のリサーチについて、教えてください。

見学した医療機関は当院を含め二つです。出身大学のカリキュラムで1カ

月間の実習を当院で行い、これがマッチングにおいて十分なアピールになっ

たと思います。他医療機関の見学は1日でした。病院見学で気を付けるこ

とは他の学生との差を作ること、個性を出すことです。受かるためには上

級医に覚えてもらうのが得策です。積極的に会話・質問する、複数回見学に

行くなどで、記憶に残るよう行動することもお勧めします。

呼吸器内科では、毎日の回診で指導医から丁寧なフィードバックを頂きな

がら診療に参加しています。週2回の気管支鏡検査では介助から始め、研修

後半にはスコープ操作にも挑戦可能です。その他、週1回の症例発表に加え、

学会発表の機会もあり、成長を実感できる研修を行っています。

研修の地域については、将来的に地元に戻って働くことを考えて選びま

した。これからのキャリアで関わる上級医や同世代の先生との関係を築

く目的がありますし、個人的に地元は居心地が良く安心感があります。

当院を選んだ理由は、研修医・上級医の雰囲気と立地・設備です。環境が

最も大切であり、きれいな設備であることが働く上でのモチベーション

にもなると考えました。

5年生の春ごろから始めました。レジナビBookやレジナビWebサイト、病

院のホームページ、知人から情報を集めました。

現在所属の診療科

担当患者数

当直回数

1 日のスケジュール

呼吸器内科

1日当たり4～6人

1カ月当たり3～4回

8：30
9：00

12：00
12：30
13：30

16：30

回診 
気管支鏡検査
 
カンファレンス 
昼食 
病棟業務
 
業務終了

浦田  有里 氏

加藤  雄也氏

現在所属の診療科

担当患者数

当直回数

外科

1日当たり4～6人

1カ月当たり3～4回

兵庫医科大学卒業（2024年）

徳島大学卒業（2025年）

1 週間のスケジュール

月 曜

火 曜

水 曜

木 曜

金 曜

土 曜

日 曜

回診、カンファレンス、手術、カンファスライド作成 

回診、カンファレンス、手術、病棟業務 

回診、カンファレンス、手術、カンファスライド作成 

回診、カンファレンス、手術、病棟業務 

回診、カンファレンス、手術、当直

休み

休み

DOCTOR'S VOICE

DOCTOR'S VOICE

先輩医師の声
DOCTOR'S  VOICE
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